
林
野

　
７

月
号（

N
o.6

4
）

編
集

／
株

式
会

社
ク

リ
ベ

ン
シ

ス
　

千
葉

県
千

葉
市

中
央

区
亀

岡
町

3
-4

印
刷

／
松

尾
印

刷
株

式
会

社
　

東
京

都
港

区
虎

ノ
門

5
-8

-1
2

h
ttp

://w
w

w
.rin

ya.m
aff.g

o.jp
/

発
行

／
〒

1
0
0
-8

9
5
2
　

東
京

都
千

代
田

区
霞

が
関

1
-2

-1
電

話
　

0
3
-3

5
0
2
-8

1
1
1
㈹

　
FA

X
0
3
-3

5
9
1
-6

5
0
5

本誌に使われている紙は、　
日本の森林を育てるために
間伐材を積極的に使用しています。

　７月３日、野田内閣総
理大臣が、東日本大震
災に伴う津波により被災
した、仙台市若林区荒
浜地区の海岸防災林の
復旧事業現場を視察し
ました。
　今回の視察先は、総理が４月に発表した「『みどりの
きずな』再生プロジェクト」構想に基づく、被災３県（岩
手県、宮城県、福島県）の海岸防災林の復旧事業の第1
号であり、現場に災害廃棄物由来の、分別・無害化さ
れ安全が確認された再生資材であるコンクリートくず
が初めて搬入される機会をとらえて視察したものです。
　現地では、東北森林管理局の矢部局長が、海岸防
災林の被災状況や復旧・再生に向けた取組み状況等に
ついて、パネルを用いて説明しました。
　総理からは、「海岸防災林の復旧事業が復興のシン
ボルとなるよう期待し、政府として着実に推進してい
く考え」とのコメントがありました。
　林野庁としても、引き続き、被災地の早期復旧・復
興に向け、海岸防災林の復旧・再生に全力で取り組む
考えです。

林野庁
プレスリリース
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「平成24年度 第1回 木材需給会議」
の開催及び一般傍聴について

6月4日 きのこ原木の需給状況

6月13日
シンポジウム「森・川・海のつなが
りを考える」の開催について

6月19日
「第3回 森林関係の地球温暖化対策
を考える会」の開催及び一般傍聴に
ついて

6月20日
「平成23年木材需給表（用材部門）」
の概要（平成23年1月～12月:丸太
換算）について

野田総理による
海岸防災林の復旧事業
現場の視察

　６月１５日、東京23区長で構成する特別区長会の
総会で、皆川林野庁長官が、公共建築物等の木材利
用方針策定をはじめとした、積極的な木材利用の取
組を依頼しました。
　平成22年に施行された「公共建築物等における木
材の利用の促進に関する法律」に基づく木材利用方針
については、国・都道府県ではすべて、区市町村で
は500程度で策定済みとなっています。今後も各地
で取組を進めていく必要がありますが、多くの需要
が見込まれる都市部における方針策定も進めること
が大変重要です。
　このような中、皆川長官は、「世界の森林は減って
いる一方、日本は森林資源が増えており、木材の利

６月特別区長会総会で
木材利用の促進を依頼

用が進まないままでいると「森の少子高齢化」になっ
てしまい活力を失ってしまう。もっと木材を利用する
ことで健康な森林の循環を取り戻さないといけない。
東京の街中で木材を利活用することで都市部で第２
の森を作ることができる。規制の関係で公共施設等
そのものを構造から木にするのは難しい面もあるが
内装の木質化を進める方法もある。木材の特質とし
て断熱性、吸湿性、クッション性に優れ、香りもい
いことがあるので、例えば、赤ちゃん・幼児・児童、
高齢者などの方々用の施設に、より多く木を使うと
いう方向もあるのではないか。」などと説明しました。
　林野庁では、今後ともこのような都市部での働き
かけを積極的に行うこととしています。
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